
環状道路宿大沢線の早期整備（◎）
・宿大沢線の鴻巣跨線橋～しまむら前がＨ22年３月全線開通済
国道355号宍戸橋架替え整備（○）、高欄（ガードレール）付け替え（◎）
涸沼川常磐線鉄橋上流・下流部の改修（◎）
県道大洗友部線（橋爪地区）の拡幅改良（◎、◯）、前記２・３と４を地元
に３点セット整備として説明（◎）
友部駅前通り（県道平友部停車場線）の整備
①福祉の町の玄関口にふさわしい、人にやさしい道路に改良（駅前340m区
間の車道切下げ、歩道整備等）（◎）

②旧畜産試験場・第二小学校前の交差点改良（右折車線設置と町道拡幅・歩
道設置）（◎）

県道杉崎友部線の整備
①国道50号線～小原地区の改良（◎、○）
②小原地区バイパスの整備（◎、○）
③小原地区の排水Ｕ字溝敷設（◎）
④大田町内（松山団地下～大工町踏切）小・中学生の通学路安全対策（歩道
確保と路面水排水）（◎）

⑤大田町内水戸坂の街路灯の設置（◎）
信号機設置要望
①県道石岡城里線（友部町柏井区内）ゆかいふれあいセンター入口（◎）
②県道杉崎友部線（松山団地入口、（旧）セイコーマート前）（○）
③宿大沢線、友部小通学路（◎）
茨城中央工業用地笠間地区（旧総合流通センター）関連道路の整備促進
①茨城中央工業団地との連結道路がＨ22年３月に開通（◎）
②石岡城里線バイパスの整備（◎、◯）－Ｈ30年度に工業団地内のバイパ
ス整備決定
涸沼前川、涸沼川、枝折川の管理
①涸沼前川の小原地区・市原地区の除草、たい積土砂の除去と堤防崩壊箇所
改修（◎、○）－状況に応じて対応
②涸沼川の住吉地区堤防の除草（◎）、竹木の伐採（湯崎、仁古田）（◎）
③枝折川の友部二中付近のたい積土砂の除去と竹木の伐採（◎）
涸沼川大古山橋架け替え整備促進（国庫補助）（◎）
県道大洗友部線の整備
①長兎路～住吉、仁古田地区道路改良及び交差点改良（◎、○）
②仁古田～野曽間の道路改良（○）
③北関道友部IC～県立こころの医療センター前までの整備（◎、○）
国道355号友部IC出入口（両側1,140m）の４車線化事業の推進（◎）
県と町が一体となった友部町内道路網の再編整備計画の策定（◎）
旭団地入り口と二中入り口（ジョイフル山新脇）の信号機設置（◎）
旭町の岩間街道「本田材木店」脇の交差点改良（角切り）（◎）
畜産試験場跡地利活用
①県の単純一括売却方針を転換させ、地元地
域振興の観点からの検討を開始させた（◎）

②地元地域住民の意見反映のしくみづくり
を提唱（◎）
③暫定利用を実現
・景観、美観保持のため、地元酪農家の
草地として利用（◎）

・地元幼稚園、小学校の校外学習の場と
して利用（◎）

・友部リトルリーグの野球練習場として利用（◎）
・フィルムコミッションの撮影地として利用（◎）
・友部リトルシニア球場としての利用継続（◎）
④（新）笠間市合併支援策として跡地を活用（新市建設計画に位置づけた）（◎）
⑤県の利活用方針のための勉強会を開催し、原案を作成（◎）
⑥一部を「みどりの広場」として暫定利用（◎）
⑦新設医科大学誘致を提案（◎）－県議会が決議
⑧中央病院、こども病院を移転して、こころの医療センターと併せて県立３
病院を集中立地させての医師養成センター構想を提案（◎）
⑨大井川知事に単純売却ではなく本社機能・サテライトオフィスの誘致を要望（◎）
茨城中央工業団地（笠間地区）（旧総合流通センター）の整備促進

①進出企業アンケート調査実施など具体的推進方策（◎）
②予定地の防災、防犯対策のための草刈り実施（◎）
③予定地内に、通学安全確保のために防犯灯設置（◎）
④防火帯をつくり、クローバーの種を蒔いた（◎）
⑤農地・市民農園としての暫定利用実現の提案（◎）
⑥大井川知事に対する大幅値下げ要望が実現（◎）
⑦柏井～随分附間の生活・通学道路として市道の拡幅（◎）
⑧モデル画地を地域のイベントなどに柔軟に活用（◎）
岩間ICから友部駅方向への道路案内の明確化（仁古田十字路付近への案内
板設置など）（◎）
旭平１区への県コミュニティ助成金交付（◎）
友部リトルリーグへの日生財団からの助成金交付（◎）
宍戸野球スポーツ少年団（現、友部フェニックス）への日生財団からの助成金交付（◎）
県立中央病院の救急医療体制の充実と高度医療化など
①県立中央病院への心臓血管外科を開設して、心筋梗塞などの心臓疾患の全
てに外科手術も対応できるようにする（◎）
②県立中央病院一帯を「医療・福祉ゾーン」として再編整備して、医療・福
祉のメッカとして諸機能を充実させる（○）
③災害拠点病院としてヘリポートの設置・ドクターヘリの運航（◎）
④救命救急センターの設置（○）－近い将来の実現を県が明言
⑤極早期がん発見が可能なCT付きPET（陽電子放射断層撮影装置）が、Ｈ
18年３月から稼動（◎）
⑥患者の転院先などの相談に応じる医療ソーシャルワーカー（MSW）を増員（◎）
⑦産科の再開が実現（◎）－Ｈ27年４月
⑧小児科入院の早期再開（○）
⑨人工透析センター・化学療法セ
ンター・放射線治療センターの
設置（◎）
⑩救急センターの設置（◎）、ドク
ターヘリの運航（◎）、ドクターカ
ーの運用（◎）

⑪手術支援ロボット「ダヴィンチ」
の導入－Ｈ25年７月（◎）
⑫免震構造での早期建て替え、同
時に畜産試験場跡地への移転を
提案（◎）
・大井川知事が提案を受けて全
面建替えを含め一から検討することを答弁

⑬中央病院など県立３病院を畜試跡地へ集中させての医師養成センター構想
を提案（◎）
県立こころの医療センター（旧友部病院）の整備充実
①全面改築の実現－Ｈ23年４月オープン（◎）
②児童・思春期専用病棟「つくし」の実現（◎）
筑波海軍航空隊本部棟の保存と活用
①筑波海軍航空隊の遺品等の常設
展示室（木造施設）の実現（◎）
②私が原案作成した保存署名約
13,000名を知事に提出（◎）
③記念館をリニューアルオープン、
保存も実現－現在開館中（◎）

県道内原友部線（中央病院前通
り）の内原ゴルフ場付近のバイパ
ス（拡幅改良）（◎）・岩間街道ま
での全線拡幅（○）
県道の舗装改修
①大田町の宍戸駅入口十字路付近
（県道杉崎友部線）（◎）
②住吉の北川根小学校入り口十字路付近（県道水戸岩間線）（◎）
友部サービスエリアのETC専用インターチェンジの社会実験の開始と恒久
設置の実現（◎）

「地元の要望に応えて」私、とこい洋治は、皆様からの要望を受けて、
ご協力を得ながら、実現に向けて一緒に行動
してきました。その一部を紹介します。

友　部　地　区

〈県の対応状況〉
◎決定又は実行済
○進行中又は要望済

とこい洋治と一緒に創ろう!
 ふるさと笠間市の輝く新時代

茨城県議会議員 とこい洋治 県政報告「笑顔大好き」Vol.81 2018（H.30）.９.９
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▲県立中央病院の産科が10年ぶりに再開された。
新しい分娩室披露式で吉川院長（右端）、秋山看
護師長と。　　　　　　　　　（平成27年10月）

▲筑波海軍航空隊記念館がリニューアルオープン
した。私が原案を作った旧司令棟保存の署名約
13,000名が原動力になった。達成に感無量、皆
様に感謝です。　　　　　　　　（平成30年６月）

住民から要望がある住民から要望がある
と、必ず現場で一緒にと、必ず現場で一緒に
調査。徹底した現場調査。徹底した現場
主義。車のトランクに主義。車のトランクに
は、いつも長靴と作業は、いつも長靴と作業
服、カッパを常備。服、カッパを常備。

裏面につづく



●ホームページ「県政について語ろう」●
http://business2.plala.or.jp/tokoiy/　　　　　　　https://www.facebook.com/youji.tokoi

笠間市の皆さん、これからも、地域の課題をどしどし要望してください。私、常井洋治は、一緒に考え、共に行動して実現に努めます。

茨城県議会議員 とこい洋治 県政報告「笑顔大好き」Vol.81 2018（H.30）.９.９

Facebook

巴川（常磐線交差部分）の改修と本
格的改良－鉄橋下部の掘削（約40
㎝）実現（岩間南部土地改良区）（◎）
巴川（福島区内、第３機場付近）
河川改修－巴川第一水利組合（◎）
県道南指原岩間停車場線通行不能
道（長沢区～吾国山洗心館）の解
消（◎、○）－民地買収は終了
県道上吉影岩間線の整備
①椚山地区危険個所の解消（◎）、大笹立橋までの全線拡幅（◎）
②岩間消防署前の改良実現と未改良部分の早期実現（◎）
県道石岡城里線（安居区内）の改良促進と同バイパス（総合流通センター関連道
路）予定地の用地買収の具体化（◎、○）、下安居十字路の歩道安全対策（◎）
茨城空港のアクセス道路として岩間IC～百里の直結道路の実現化（◎、○）
国道355号石岡岩間バイパスの整備促進－Ｈ22年２月全線開通済（◎）
国道355号の整備
①上町、仲町、栄町地区の舗装改修（下水道工事後のオールカバー）（◎）
②栄町区内通学路安全のための草刈り、土留めにより通学路確保（◎）
③上町、仲町、栄町地区内の側溝清掃（◎）
④市野谷地区内の全面的路面整備による歩道部確保（○）
⑤市野谷地区コメリ付近の道路際段差の解消（◎）
信号機設置要望
①椚山から海洋センター入口地点－設置に向けて
道路を整備中（◎、○）
②上押辺（旧）平安閣前海洋センター入口（◎）
③市野谷地区の福島方面へのＴ字路（○）
④国道355号石岡岩間バイパス福島区内の通学路（○）
岩間街道土師十字路の改良による危険箇所の解消
と桜井橋（桜川）への歩道付設（◎、◎）
土師地区内、涸沼川、桜川合流点からの逆流によ

る水田冠水対策（測量調査と対応策）（◎、○）
随光寺川、桜川（上郷地区）のたい積土砂の除去、えん堤崩壊箇所の改修、
草刈り（日向、日向内地区）の実施（◎）－状況に応じて対応
涸沼川、桜川の整備
①両河川の合流地域（土師、押辺地区）の水害防止対策（○）
②河川内の竹木の伐採（土師、上・下押辺、下安居、仁古田地区）による流
れの円滑化（◎）
③安居地区の水害防止対策（◎）
上安居地区（県道茨城岩間線）の常磐道との交差部のずい道への照明灯設置（◎）
下押辺地区内の新池の土堤改修実施と日本道路公団からの補償（◎）
岩間囃子保存連合会への県コミュニティ助成金交付（◎）
泉囃子保存会への県コミュニティ助成金交付（◎）
スポーツ少年団剣道部への日生財団からの助成金交付（◎）
栄町地区、上町地区への県コミュニティ助成金交付（◎）
公民館建設への県コミュニティ助成金交付
①上押辺区（◎）　　②旭町西区（◎）　　③新渡戸区（◎）
④福島区（◎）　　　⑤下安居区（◎）　　⑥吉沼区（◎）
日吉町地内の危険な県道敷内電柱の撤去－歩行者の安全確保（◎）
土師地区の水田用水路の敷設替え（1,300m）（◎）
下安居地区のため池（道明池）のろう水防止対策（◎）
小島地区農業用排水路の整備（◎）
国道355号石岡岩間バイパス開通
に伴う農道の安全確保（◎）
常磐線春日町側踏切の拡幅と県道
上吉影岩間線の拡幅（◎、○）
泉地区八坂神社落雷焼失に伴う再
建への助成（◎）
市岩間支所近くの河川のり面崩壊
箇所の改修（◎）
爼倉地区の通学路排水対策（◎）
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国道355号笠間バイパスの整備促進（◎、○）－Ｈ31年６月開通予定
本戸地区南指原川のたい積土砂の除去（◎）
福田地区涸沼川のたい積土砂の除去（◎）
間黒川（寺崎・箱田地区）のたい積土砂の除去（◎）
県道富谷稲田線（稲田地区）の整備促進（○）
県道稲田友部線（本戸地区）のバイ
パス整備（◎、◯）、現道徳島地区
排水路側溝清掃（◎）
県道真端水戸線（大橋～池野辺）の
整備促進（○）
県道日立笠間線（大渕）の整備促進
（◎）
箱田中央土地改良事業（片庭川改修）
の竣工（◎）、－県取得用地費の精
算残高5,400万円

つくば～笠間（道祖神峠トンネル化）～大子の茨城縦貫幹線道路構想（県議
会調査特別委員会が提言）の推進（○）－新県計画への位置付け（◯）
①県による調査の実施－Ｈ30年度予算（◎）
笠間市民球場への電光掲示板の設置（◎）
涸沼川の浸水軽減（南吉原地区）（◯）、土砂除去（福田地区）（◎）

笠　間　地　区
1.
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4.
5.
6.

7.
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9.
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11.
12.

友部駅前の交番の現地建て替え（◎）
小原地区の農業基盤整備（畑地帯総合整備事業）の促進、大幅予算化（◎）、
県営経営体育成基盤整備事業の22年度採択（◎）
霞ヶ浦用水Ⅲ期の早期完成に向けた大幅予算化（市原、小原、友部中央、随

分附、北川根の各地区）（◎）
五平地区小沢眼科医院付近の街路灯、横断歩道の設置（◎）、歩道の設置（○）
湯崎地区二所神社の境内林の間伐（森林湖沼環境税を活用）（◎）
小原地区土地改良事業の推進－Ｈ30年３月竣工（◎）

27.
28.

29.

30.
31.
32.

－毎日を、起業した頃の「１日目」のように過ごし、

新たな挑戦を厭
いと

わない－

私も"初心"を忘れずがんばります

Every day is still "Day One"Every day is still "Day One"

Amazon創業者ジェフ・ベゾスの言葉
（News Picks Magazine創刊号、Kenichi Tokoi氏の投稿より引用）

県職員OBとして県庁の幹部に地元の県職員OBとして県庁の幹部に地元の
要望。腰は低いが、足と熱意で実現す要望。腰は低いが、足と熱意で実現す
る。地元の営業マンに徹している。る。地元の営業マンに徹している。

部長

▲泉地区の巴川の浸水対策として常磐線鉄橋下部の掘削
が実現した。額賀代議士の尽力を得た。（平成28年11月）

▲岩間支所近くの河川のり面崩壊改修の件で土師地区の
役員の皆さんと。早速改修実現した。（平成27年２月）

▲箱田中央地区のほ場整備竣工記念碑の建立式に
て、役員・関係者の皆さんと。　（平成27年３月）

▲水戸土木事務所幹部との毎年の勉強会は、20回目となった。
皆さんからの要望を着実に実現してきた。（平成30年６月）

▲県央農林事務所土地改良部門との定例会議で事業
の進捗を聴き、地元要望を伝えた。（平成30年６月）

▲私に対し、多くの方から要請があった笠間市民球場の電光掲示
板が完成。茨城国体の軟式野球競技会場となる。（平成30年３月）

▲道祖神峠トンネル化を富永県土木部長に直談判
した。　　　　　　　　　　　（平成29年12月）


